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 この「しおり」は、生活
せいかつ

保護
ほ ご

制度
せいど

のしくみや申請
しんせい

の手
て

続
つづ

きについて説明
せつめい

したものです。 

 わからないことやご相
そう

談
だん

のある方
かた

は、お気
き

軽
がる

に共 生
きょうせい

福
ふく

祉
し

課
か

にお尋
たず

ねく

ださい。 
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生活
せいかつ

しているうちに病気
びょうき

やケガにより 働
はたら

けなくなったり、 働
はたら

き手
て

が死亡
しぼう

したり

して生活
せいかつ

に困
こま

ることがあります。 

 生活
せいかつ

保護
ほ ご

は、このように生活
せいかつ

に困
こま

っている方
かた

に対
たい

して、国民
こくみん

の生存権
せいぞんけん

の保障
ほしょう

を

規定
きてい

した憲
けん

法
ぽう

第
だい

２５ 条
じょう

の理念
りねん

に基
もと

づき、健康
けんこう

で文化的
ぶんかてき

な最低
さいてい

限度
げんど

の生活
せいかつ

を保障
ほしょう

す

るとともに、御自身
ご じ し ん

で生活
せいかつ

を支
ささ

えられるように支援
しえん

することを目的
もくてき

とした制度
せいど

で

す。 

 この制度
せいど

は、生活
せいかつ

保護法
ほ ご ほ う

（以下
い か

「法
ほう

」という。）に基
もと

づいて 行
おこな

われます。 

 

 

  

生活
せいかつ

保護
ほ ご

とは 

 

〈日本
にほん

国
こく

憲法
けんぽう

 第
だい

２５ 条
じょう

〉 

 すべて国民
こくみん

は、健康
けんこう

で文化的
ぶんかてき

な最低
さいてい

限度
げんど

の生活
せいかつ

を 営
いとな

む権
けん

利
り

を有
ゆう

する。 

〈生活
せいかつ

保護法
ほ ご ほ う

 第
だい

１ 条
じょう

〉 

 この法律
ほうりつ

は、日
に

本
ほん

国
こく

憲
けん

法
ぽう

第
だい

２５ 条
じょう

に規定
きてい

する理念
りねん

に 基
もとづ

き、国
くに

が生活
せいかつ

に

困 窮
こんきゅう

するすべての国民
こくみん

に対
たい

し、その困 窮
こんきゅう

の程度
ていど

に応
おう

じ、必要
ひつよう

な保護
ほ ご

を 行
おこな

い、その最低
さいてい

限度
げんど

の生活
せいかつ

を保障
ほしょう

するとともに、その自立
じりつ

を助 長
じょちょう

することを

目的
もくてき

とする。 
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●相談
そうだん

 

生活
せいかつ

保護
ほ ご

の相談
そうだん

については、市
し

役所
やくしょ

（ 共 生
きょうせい

福祉課
ふ く し か

）が窓口
まどぐち

になります。生活
せいかつ

保護
ほ ご

制度
せいど

の仕
し

組
く

みなどの説明
せつめい

を 行
おこな

います。また電話
でんわ

相談
そうだん

もできます。 

※相談
そうだん

受付
うけつけ

時間
じかん

  

月
げつ

～金曜日
きんようび

（祝 日
しゅくじつ

・年末
ねんまつ

年始
ねんし

を除
のぞ

く）、午
ご

前
ぜん

８時
じ

４５分
ふん

～午
ご

後
ご

４時
じ

３０分
ふん

 

 

●申請
しんせい

 

生活
せいかつ

保護
ほ ご

の申請
しんせい

意思
い し

のある方
かた

は、申請書
しんせいしょ

ならびに調査
ちょうさ

にあたって必要
ひつよう

な書類
しょるい

（ 収 入
しゅうにゅう

申告書
しんこくしょ

、資産
しさん

申告書
しんこくしょ

、同意書
どういしょ

等
など

）を提 出
ていしゅつ

してください。生活
せいかつ

保護
ほ ご

は

本人
ほんにん

、家族
かぞく

またはその他
た

の同居
どうきょ

する親族
しんぞく

の申請
しんせい

によります。ただし、窮 迫
きゅうはく

した

状 況
じょうきょう

にあるときは、申請
しんせい

がなくとも保護
ほ ご

を開始
かいし

することがあります。 

 

●調査
ちょうさ

 

申請
しんせい

すると、原
げん

則
そく

１ 週
しゅう

間
かん

以
い

内
ない

に調査
ちょうさ

担当員
たんとういん

が家庭
かてい

訪問
ほうもん

を 行
おこな

います。生活
せいかつ

状 況
じょうきょう

や 収 入
しゅうにゅう

・資産
しさん

状 況
じょうきょう

、その他
た

生
せい

活
かつ

保
ほ

護
ご

を受
う

けるための要件
ようけん

などを調査
ちょうさ

し

ます。生活
せいかつ

保護
ほ ご

決定後
けっていご

も、定期的
ていきてき

に生活
せいかつ

保護
ほ ご

を受
う

けるための要件
ようけん

などについての

調査
ちょうさ

を 行
おこな

います。 

 

●決定
けってい

 

調査
ちょうさ

に基
もと

づき、保護
ほ ご

が受
う

けられるかどうか書面
しょめん

でお知
し

らせします 

この通知
つうち

は、申請
しんせい

のあった日
ひ

から１４日
にち

以
いない

内に 行
おこな

いますが、扶養
ふよう

義務者
ぎ む し ゃ

の資
し

産
さん

及
およ

び 収
しゅう

入
にゅう

の 状 況
じょうきょう

の調査
ちょうさ

に日時
にちじ

を要
よう

する場
ば

合
あい

その他
た

特
とく

別
べつ

な理由
りゆう

がある場合
ばあい

に

は、これを３０日
にち

まで延
の

ばすことがあります。 

生活
せいかつ

保
ほ

護
ご

申
しん

請
せい

手
て

続
つづ

きの流
なが

れ 
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  保護
ほ ご

には、次
つぎ

の８種類
しゅるい

の扶助
ふじょ

（援助
えんじょ

）があります。 

 1）生活
せいかつ

扶助
ふじょ

 毎日
まいにち

の生活
せいかつ

に必要
ひつよう

な食費
しょくひ

や光熱
こうねつ

水費
すいひ

などの費用
ひよう

です。 

 2）教 育
きょういく

扶助
ふじょ

 義務
ぎ む

教 育
きょういく

に 伴
ともな

って必
ひつ

要
よう

な学用品代
がくようひんだい

、 給
きゅう

食費
しょくひ

などの費用
ひ よ う

です。  

 3）住 宅
じゅうたく

扶助
ふじょ

 家賃
やちん

、地代
ちだい

又
また

は住 宅
じゅうたく

の修理費
しゅうりひ

などの費用
ひよう

です。 

 4）医療
いりょう

扶助
ふじょ

 病気
びょうき

やけがなどをした場合
ばあい

の医療
いりょう

に必要
ひつよう

な費用
ひよう

です。 

 5）介護
かいご

扶助
ふじょ

 介護
かいご

サービスが必要
ひつよう

な場合の費用
ひよう

です。 

 6）出 産
しゅっさん

扶助
ふじょ

 出 産
しゅっさん

に要
よう

する費
ひ

用
よう

です。 

 7）生 業
せいぎょう

扶助
ふじょ

 高等
こうとう

学校
がっこう

等
とう

への就 学
しゅうがく

費用
ひよう

や技術
ぎじゅつ

を身
み

に付ける
つ

ための費用
ひよう

、就
しゅう

職
しょく

準備
じゅんび

などの費用
ひよう

です。 

 8）葬祭
そうさい

扶助
ふじょ

 葬儀
そうぎ

などに要
よう

する費
ひ

用
よう

です。 

  

なお、特別
とくべつ

な需要
じゅよう

がある方
かた

に対応
たいおう

する加算
かさん

や一時
いちじ

扶助
ふじょ

などがあります。 

支給
しきゅう

には一定
いってい

の条 件
じょうけん

があります。詳
くわ

しくは、福祉
ふくし

事務所
じ む し ょ

にお尋
たず

ねください。 

 

■加算
かさん

の例
れい

：障害者
しょうがいしゃ

加算
かさん

、児童
じどう

養育
よういく

加算
かさん

、母子
ぼ し

加算
かさん

など 

■一時
いちじ

扶助
ふじょ

の例
れい

：家具
か ぐ

什器費
じゅうきひ

、常時
じょうじ

失禁
しっきん

のある病気
びょうき

の方
かた

のおむつ代
だい

、アパート

更新料
こうしんりょう

など 

■就 労
しゅうろう

自立
じりつ

給付
きゅうふ

金
きん

：安定
あんてい

した 職 業
しょくぎょう

についたことなどにより、生活
せいかつ

保護
ほ ご

を必要
ひつよう

と

しなくなった方
かた

に支給
しきゅう

できる場合
ばあい

があります。 

■進学
しんがく

・就 職
しゅうしょく

準備
じゅんび

給付
きゅうふ

金
きん

：生活
せいかつ

保護
ほ ご

世帯
せたい

の子
こ

どもが、大学
だいがく

や専門
せんもん

学校
がっこう

に進学
しんがく

し

た場合
ばあい

や、 就 職
しゅうしょく

して保護
ほ ご

が廃止
はいし

になる場合
ばあい

に支給
しきゅう

されます。 

   

 

保護
ほ ご

の種類
しゅるい

と内容
ないよう
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 保護
ほ ご

は原則
げんそく

として、世帯
せたい

（暮
く

らしをともにしている家族
かぞく

）を単位
たんい

として、その世帯
せたい

の最低
さいてい

生活費
せいかつひ

の額
がく

と世帯
せたい

全員
ぜんいん

の 収 入
しゅうにゅう

額
がく

を比較
ひかく

し、不足
ふそく

する場合
ばあい

に保護
ほ ご

が決定
けってい

され、

その不足
ふそく

する額
がく

が保護費
ほ ご ひ

として支給
しきゅう

される仕
し

組
くみ

みになっています。 

 

 その世帯
せたい

の人数
にんずう

、年齢
ねんれい

、健康
けんこう

状 態
じょうたい

、住
す

んでいる地域
ちいき

などを基
もと

に国
くに

が定
さだ

めた基準
きじゅん

により計算
けいさん

された１か月
げつ

分
ぶん

の生活費
せいかつひ

です。なお、月
つき

に 

        よって変
か

わる場
ば

合
あい

があります。 

 

 働
はたら

いて得
え

た 収
しゅう

入
にゅう

、年金
ねんきん

・手当
てあて

など他
た

の法律
ほうりつ

等
とう

により支給
しきゅう

され

る金銭
きんせん

、親
おや

や兄 弟
きょうだい

姉妹
しまい

などからの仕送り
し お く り

援助
えんじょ

、資産
しさん

を貸
か

したり売
う

っ 

たりして得
え

た 収
しゅう

入
にゅう

など、世帯員
せたいいん

全員
ぜんいん

の 収 入
しゅうにゅう

を合計
ごうけい

したもので 

す。 

 

●保護が受けられる場合 ●保護が受けられない場合

（収入が最低生活費に満たない場合） （収入が最低生活費を超える場合）

最低生活費

　　　収　　　入収　　入

最低生活費

保　護　費

 

  

保護
ほ ご

の決
き

め方
かた

など 

 

 

収
しゅう

  入
にゅう

 

最低
さいてい

生活費
せいかつひ
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■保護
ほ ご

の要件
ようけん

 生活
せいかつ

保護
ほ ご

を受
う

けるには、次
つぎ

のような要件
ようけん

があります。（保護
ほ ご

の

受 給 中
じゅきゅうちゅう

においても同様
どうよう

です。）活用
かつよう

できるものがあるときは、活用
かつよう

してください。 

 

■保
ほ

護
ご

に優
ゆう

先
せん

して 行
おこな

われるもの 

 他
た

の法律
ほうりつ

に定
さだ

める扶
ふ

助
じょ

（児童
じどう

手当
てあて

や障害者
しょうがいしゃ

手当
てあて

など）が利用
りよう

できるときや、扶養
ふよう

生活
せいかつ

保護
ほ ご

の要件
ようけん

など 

 

 

１．資産
しさん

の活用
かつよう

 

 不動産
ふどうさん

、預貯金
よちょきん

、生命
せいめい

保険
ほけん

、自動車
じどうしゃ

などの活用
かつよう

できる資産
しさん

は、まず生活
せいかつ

の

ために活用
かつよう

していただくことになっています。 

現
げん

在
ざい

お住
す

まいの住 宅
じゅうたく

は、原則
げんそく

保有
ほゆう

を認
みと

められますが、処分
しょぶん

価値
か ち

が利用
りよう

価値
か ち

にくらべて 著
いちじる

しく大
おお

きいものは、保有
ほゆう

が認
みと

められません。詳
くわ

しくは、

福祉
ふくし

事務所
じ む し ょ

に確認
かくにん

してください。また、土地
と ち

やマンションなどの不動産
ふどうさん

を所有
しょゆう

している方
かた

は、生活
せいかつ

保護
ほ ご

の受 給
じゅきゅう

に先
さき

立
だ

って、不動産
ふどうさん

を担保
たんぽ

とした貸付制度
かしつけせいど

の

利用
りよう

を優先
ゆうせん

していただく場合
ばあい

があります。 

 

２．能 力
のうりょく

の活用
かつよう

 

 年齢
ねんれい

や健 康 上
けんこうじょう

支障
ししょう

なく 働
はたら

ける方
かた

は、その能 力
のうりょく

に応
おう

じて 働
はたら

いてくださ

い。 

 

３．他
た

の制度
せいど

の活用
かつよう

 

 生活
せいかつ

保護法
ほ ご ほ う

以外
いがい

の制度
せいど

（年金
ねんきん

や雇用
こよう

保険
ほけん

等
とう

）で活用
かつよう

できるものは、それを

活用
かつよう

していただきます。 
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義務者
ぎ む し ゃ

（親
おや

、子供
こども

、兄 弟
きょうだい

姉妹
しまい

など）からの援助
えんじょ

を受
う

けられるときは、それが優先
ゆうせん

され

ます。 

 

■暴 力
ぼうりょく

団員
だんいん

について 

 暴 力
ぼうりょく

団員
だんいん

は、生活
せいかつ

保護
ほ ご

を受 給
じゅきゅう

することができません。申請
しんせい

は原則
げんそく

として却下
きゃっか

さ

れます。 

 

 

保護
ほ ご

を受
う

けている人
ひと

には、次
つぎ

の権利
けんり

があります。 

 

1）正当
せいとう

な理由
りゆう

がないのに、生活
せいかつ

保護費
ほ ご ひ

を減
へ

らされたり、生活
せいかつ

保護
ほ ご

を止
と

められ 

たりすることはありません。（法
ほう

第
だい

５６ 条
じょう

） 

 

2）生活
せいかつ

保護
ほ ご

で受 給
じゅきゅう

した現金
げんきん

や品物
しなもの

には税金
ぜいきん

がかかりません。（法
ほう

第
だい

５７ 条
じょう

） 

 

3）生活
せいかつ

保護
ほ ご

で受 給
じゅきゅう

した現金
げんきん

や品物
しなもの

又
また

はこれらを受
う

ける権
けん

利
り

を差
さ

し押
お

さえられ 

ることはありません。（法
ほう

第
だい

５８ 条
じょう

） 

 

4）保護
ほ ご

又
また

は就 労
しゅうろう

自立
じりつ

給付
きゅうふ

金
きん

若
も

しくは進学
しんがく

・就 職
しゅうしょく

準備
じゅんび

給付
きゅうふ

金
きん

を受
う

ける権
けん

利
り

を他人
たにん

に譲
ゆず

り渡
わた

すことはできません。（法
ほう

第
だい

５９ 条
じょう

） 

 

 

1）生 活上
せいかつじょう

の義務
ぎ む

（法
ほう

第
だい

６０ 条
じょう

） 

  働
はたら

ける人
ひと

は能 力
のうりょく

に応
おう

じて 働
はたら

き、また健康
けんこう

の保持
ほ じ

・増進
ぞうしん

に努
つと

め、計画的
けいかくてき

な暮
く

ら

しをするなど、生活
せいかつ

の維持
い じ

、向 上
こうじょう

に努力
どりょく

しなければなりません。 

 

 

生活
せいかつ

保護
ほ ご

を受
う

けている人
ひと

の権利
け ん り

 

 

 

 

生活
せいかつ

保護
ほ ご

を受
う

けている人
ひと

の義務
ぎ む
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2）届出
とどけで

の義務
ぎ む

（法
ほう

第
だい

６１ 条
じょう

） 

  届出
とどけで

を基
もと

にして保護
ほ ご

の内容
ないよう

を決めます
き

。そのため、次
つぎ

のような場合
ばあい

は、速
すみ

やかに

福祉
ふくし

事務所
じ む し ょ

へ提 出
ていしゅつ

してください。 

 

 ア 「 収 入
しゅうにゅう

申告書
しんこくしょ

」による届出
とどけで

 

   ・世帯
せたい

の誰
だれ

かに 収 入
しゅうにゅう

（給与
きゅうよ

、賞与
しょうよ

、年金
ねんきん

、保険
ほけん

金
きん

、仕
し

送
おく

り、その他
た

全
すべ

ての

収 入
しゅうにゅう

）があったとき。 

   ※高
こう

校
こう

生
せい

のアルバイト 収
しゅう

入
にゅう

も届
とど

け出
で

てください。就 労
しゅうろう

可能
かのう

な方
かた

は、収 入
しゅうにゅう

がない場合
ばあい

でも毎月
まいつき

、収 入
しゅうにゅう

がない旨
むね

を届
とど

け出
で

てください。就 労
しゅうろう

困難
こんなん

な方
かた

は、 収 入
しゅうにゅう

がない場合
ばあい

でも年
ねん

に１度
ど

、 収 入
しゅうにゅう

がない旨
むね

を届
とど

け出
で

てください。 

 

正
ただ

しく申
しん

告
こく

すれば、以下
い か

のような控除
こうじょ

や 収 入
しゅうにゅう

として認定
にんてい

しない 取 扱
とりあつかい

が

受
う

けられます。 

 

■就 労
しゅうろう

収 入
しゅうにゅう

に対
たい

する控
こう

除
じょ

 

 「基礎
き そ

控除
こうじょ

」 就 労
しゅうろう

収 入
しゅうにゅう

がある場合
ばあい

、給与
きゅうよ

総額
そうがく

に応
おう

じて、一定
いってい

の金額
きんがく

が

控除
こうじょ

されます。 

 「２０歳
さい

未満
みまん

控除
こうじょ

」 ２０歳未満
さいみまん

の世帯員
せたいいん

が就 労
しゅうろう

した場合
ばあい

、基礎
き そ

控除
こうじょ

のほ

かに一定
いってい

の金額
きんがく

が控除
こうじょ

されます（世帯員
せたいいん

が未婚又
みこんまた

は子
こ

がいない場合
ばあい

。）。 

 「その他
た

必
ひつ

要
よう

経
けい

費
ひ

」 社会
しゃかい

保険料
ほけんりょう

、所得税
しょとくぜい

、通勤
つうきん

交通費
こうつうひ

などの必要
ひつよう

経費
けいひ

が

控除
こうじょ

れます。 

■高校生
こうこうせい

のアルバイト 収 入
しゅうにゅう

 

 高校生
こうこうせい

のアルバイト 収 入
しゅうにゅう

のうち、 授 業 料
じゅぎょうりょう

の不足分
ふそくぶん

や修 学
しゅうがく

旅行費
りょこうひ

、

学 習
がくしゅう

塾 代
じゅくだい

など早期
そうき

自立
じりつ

に充
あ

てると認
みと

められたものは、収 入
しゅうにゅう

として認定
にんてい

し

ない 取 扱
とりあつかい

ができます。 
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その他
た

、自立
じりつ

更生
こうせい

のために必要
ひつよう

と認
みと

められるものについても、 収
しゅう

入
にゅう

とし

て認定
にんてい

しない 取 扱
とりあつかい

ができる場合
ばあい

がありますので、 収 入
しゅうにゅう

については 必
かなら

ず

相談
そうだん

してください。 

 

 

 イ 「資産
しさん

申告書
しんこくしょ

」による届出
とどけで

 

   資産
しさん

に変化
へんか

がない場合
ばあい

でも、１２か月
げつ

に１度
ど

は申告
しんこく

が必要
ひつよう

です。 

 

 ウ その他
た

「保護
ほ ご

（変更
へんこう

）申請書
しんせいしょ

」による届出
とどけで

 

   ・家族
かぞく

の人数
にんずう

が変
か

わる（出 産
しゅっさん

、死亡
しぼう

、転 入
てんにゅう

、転 出
てんしゅつ

など）とき。 

   ・住 所
じゅうしょ

や家賃
やちん

、地代
ちだい

が変
か

わるとき、契約
けいやく

更新
こうしん

するとき。 

   ・ 働
はたら

けるようになったり 働
はたら

けなくなったりしたとき、仕事
しごと

が変
か

わるとき。 

   ・入 院
にゅういん

したとき、退院
たいいん

したとき。 

   ・事故
じ こ

（交通
こうつう

事故
じ こ

、仕事中
しごとちゅう

の事故
じ こ

など）にあったとき。 

   ・しばらく家
いえ

を留守
る す

にするとき、遠
とお

くに出
で

かけるとき。 

   ・その他
た

、生活
せいかつ

の 状 況
じょうきょう

が変
か

わる（入 学
にゅうがく

、卒 業
そつぎょう

、休 学
きゅうがく

、退学
たいがく

、結婚
けっこん

、離婚
りこん

など）とき。 

 

3）指導
しどう

・指示
し じ

に 従
したが

う義
ぎ

務
む

（法
ほう

第
だい

62 条
じょう

） 

 生活
せいかつ

状 況
じょうきょう

に応
おう

じて、適切
てきせつ

な保護
ほ ご

をするために、指導
しどう

・指示
し じ

をすることがありま

す。指導
しどう

・指示
し じ

に 従
したが

わない場
ば

合
あい

は、保
ほ

護
ご

が受
う

けられなくなることがあります。 

 

 

 保護費
ほ ご ひ

は、毎
まい

月
つき

決
き

められた日
ひ

（原
げん

則
そく

５日
にち

）に、指定
してい

された口座
こうざ

に振
ふ

り込
こ

まれるか、

福祉
ふくし

事務所
じ む し ょ

の窓口
まどぐち

で支
し

払
はら

われます。 

このほか、医療費
いりょうひ

・介護費
か い ご ひ

は、福祉
ふくし

事務所
じ む し ょ

が病 院
びょういん

等
とう

に 直
ちょく

接
せつ

支
し

払
はら

いをします。 

支給
しきゅう

方法
ほうほう
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（例外
れいがい

として、収 入
しゅうにゅう

が多
おお

い月
つき

には、医療費
いりょうひ

などの自己
じ こ

負担
ふたん

をしていただく場合
ばあい

があ

ります。） 

 アパートの契約
けいやく

更新料
こうしんりょう

や通学
つうがく

定期代
ていきだい

など、臨時
りんじ

で必要
ひつよう

となる一時的
いちじてき

な生活
せいかつ

保護費
ほ ご ひ

については、臨時的
りんじてき

に支給
しきゅう

することもあります。 

 

 

1）保護費
ほ ご ひ

の返還
へんかん

 

 ア 生活上
せいかつじょう

の変化
へんか

や 収 入
しゅうにゅう

の増加
ぞうか

により、支給
しきゅう

した保護費
ほ ご ひ

が結果
けっか

として多
おお

くなっ

たときは、その多
おお

い分
ぶん

を返
かえ

していただいたり、次
つぎ

の月
つき

以降
いこう

に支給
しきゅう

される予定
よてい

の

保護費
ほ ご ひ

を減額
げんがく

したりします。収 入
しゅうにゅう

額
がく

によっては一時的
いちじてき

に保護費
ほ ご ひ

が支給
しきゅう

されな

くなる月
つき

もあります。 

 

 イ 急
きゅう

迫
はく

した事情
じじょう

などのため、資力
しりょく

があるにもかかわらず保護
ほ ご

を受
う

けた場
ば

合
あい

には、

その受
う

けた保
ほ

護
ご

費
ひ

の金額
きんがく

の範囲内
はんいない

で返
かえ

してください。 

（法
ほう

第
だい

６３条
じょう

） 

 

2）不正
ふせい

受 給
じゅきゅう

の費用
ひよう

徴 収
ちょうしゅう

と罰則
ばっそく

 

 事実
じじつ

と違
ちが

う申
しん

請
せい

や 収 入
しゅうにゅう

を 偽
いつわ

って申
しん

告
こく

する、又
また

は意図的
い と て き

に申告
しんこく

しないなど、

不正
ふせい

な手段
しゅだん

により保護
ほ ご

又
また

は就 労
しゅうろう

自立
じりつ

給付
きゅうふ

金
きん

を受
う

けたときは、保護
ほ ご

のために要
よう

した

費
ひ

用
よう

の全部
ぜんぶ

又
また

は一部
いちぶ

を 徴 収
ちょうしゅう

するほか、加算
かさん

金
きん

を 徴 収
ちょうしゅう

する場合
ばあい

があります。（法
ほう

第
だい

７８ 条
じょう

）また、法律
ほうりつ

により罰
ばっ

せられることもあります。（法
ほう

第
だい

８５ 条
じょう

、刑
けい

法
ほう

第
だい

２４６ 条
じょう

） 

 

 

 

 

保護費
ほ ご ひ

を返
かえ

していただく場合
ば あ い

 

 

 

 



11 

 

 

 申請
しんせい

の却下
きゃっか

、保護
ほ ご

の変更
へんこう

・停止
ていし

・廃止
はいし

の決定
けってい

について、不服
ふふく

がある場合
ばあい

には、まず

直 接
ちょくせつ

福祉
ふくし

事務所
じ む し ょ

に説明
せつめい

を求
もと

めてください。 

 それでも、なお不
ふ

服
ふく

がある場合
ばあい

には、決定
けってい

のあったことを知
し

った日
ひ

の翌日
よくじつ

から３か

月
げつ

以
いない

内に埼玉県
さいたまけん

知事
ち じ

に対
たい

して審
しん

査
さ

請
せい

求
きゅう

を 行
おこな

うことができます。 

 

   

 
 

 

 

 

不服
ふ ふ く

があるときは 

 

 

 

相談
そうだん

したいときは 

 

 

家庭
か て い

訪問
ほうもん

を行
おこな

います 

 

 

 あなたの世帯
せたい

が自分
じぶん

たちで暮
く

らしを

支
ささ

えていくにはどうすればよいか、

一緒
いっしょ

に考え
かんがえ

、支援
しえん

していくのが福祉
ふくし

事務所
じ む し ょ

の地区
ち く

担当員
たんとういん

（ケースワーカ

ー）の仕事
しごと

です。秘密
ひみつ

は守
まも

りますので、

困
こま

ったことや分
わ

からないことなどがあ

る場合
ばあい

は相談
そうだん

してください。 

 

 生活
せいかつ

保護
ほ ご

が開始
かいし

になった場合
ばあい

は、 

ケースワーカーが定期的
ていきてき

に御自宅
ご じ た く

 

を訪問
ほうもん

し、相談
そうだん

に応
おう

じるとともに、

適正
てきせい

に保護
ほ ご

の内容
ないよう

を決定
けってい

するため、

収 入
しゅうにゅう

や生活
せいかつ

状 況
じょうきょう

などをお聞
き

きし

ます。また、自立
じりつ

した生活
せいかつ

を送
おく

ることが

できるよう支援
しえん

します。 
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 生活
せいかつ

保護法
ほ ご ほ う

による指定
してい

を受
う

けた 病
びょう

院
いん

・診療所
しんりょうじょ

・薬 局
やっきょく

（「病 院
びょういん

等
とう

」）以外
いがい

への

受診
じゅしん

などはできません。このため、病 院
びょういん

等
とう

が生活
せいかつ

保護法
ほ ご ほ う

の指定
してい

を受
う

けているか、受診
じゅしん

などされる前
まえ

に福祉
ふくし

事務所
じ む し ょ

に確認
かくにん

してください。 

 

医師
い し

が後発医
こうはつい

薬品
やくひん

（ジェネリック医
じ ぇ ね り っ く い

薬品
やくひん

）の使用
しよう

が可能
かのう

であると判断
はんだん

した場合
ばあい

は、原則
げんそく

として後発医
こうはつい

薬品
やくひん

が調 剤
ちょうざい

されます。 

 

1）生活
せいかつ

保護
ほ ご

の申請後
しんせいご

、決定
けってい

までの 間
あいだ

に病 院
びょういん

等
とう

を受診
じゅしん

する場合
ばあい

 

 受診
じゅしん

しようと思
おも

ったら、事前
じぜん

にその旨
むね

を福祉
ふくし

事務所
じ む し ょ

に連絡
れんらく

 

してください。 

 また、病 院
びょういん

等
とう

の窓口
まどぐち

で生活
せいかつ

保護
ほ ご

の申請中
しんせいちゅう

である旨
むね

を 

必
かなら

ず伝
つた

えてください。 

2）生活
せいかつ

保護
ほ ご

の開始後
か い し ご

に病 院
びょういん

等
とう

を受診
じゅしん

する場合
ばあい

 

 受診前
じゅしんまえ

に市
し

役所
やくしょ

で「 傷 病 届
しょうびょうとどけ

」に必要
ひつよう

事項
じこう

を記入
きにゅう

して 

提 出
ていしゅつ

してください。 

 提 出
ていしゅつ

された「 傷 病 届
しょうびょうとどけ

」に基
もと

づいて「医療券
いりょうけん

」をお渡
わた

ししますので、病 院
びょういん

等
とう

の 

窓口
まどぐち

に提 出
ていしゅつ

してください。 

※令和
れいわ

６年
ねん

３月
がつ

よりお手持
て も

ちのマイナンバーカードで、医療券等
いりょうけんとう

の資格情報
しかくじょうほう

が

医療機関窓口
いりょうきかんまどぐち

で確認
かくにん

できるようになりました。利用
りよう

にはマイナポータル等
とう

で利用申
りようもう

し込
こ

みが必要
ひつよう

です。 

3） 急 病
きゅうびょう

などで市
し

役所
やくしょ

へ行
い

けない時
とき

は、福祉
ふくし

事務所
じ む し ょ

に事前
じぜん

に電話
でんわ

で相談
そうだん

してくださ

い。 

また、休 日
きゅうじつ

や夜間
やかん

などで手続
てつづき

ができないときは、生活
せいかつ

保護
ほ ご

の「受 給 証
じゅきゅうしょう

」を病 院
びょういん

等
とう

の窓口
まどぐち

に提示
ていじ

してください。その後
ご

、できるだけ早
はや

く福
ふく

祉
し

事
じ

務
む

所
しょ

に 傷 病
しょうびょう

届
とどけ

を

病院
びょういん

等
とう

を受診
じゅしん

する（医者
い し ゃ

にかかる）ときは 
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提 出
ていしゅつ

してください。 

  なお、「受 給 証
じゅきゅうしょう

」は、生活
せいかつ

保護
ほ ご

を受 給
じゅきゅう

していることの証明書
しょうめいしょ

であって、保
ほ

険 証
けんしょう

ではありません。 

4）同
おな

じ 病
びょう

院
いん

等
とう

に受診
じゅしん

などする場合
ばあい

でも、月
つき

ごとに、医療券
いりょうけん

が必要
ひつよう

です。 

5）国民
こくみん

健康
けんこう

保険
ほけん

及
およ

び後期
こうき

高齢者
こうれいしゃ

医療
いりょう

の保
ほ

険
けん

証
しょう

並
なら

びに重度
じゅうど

障害者
しょうがいしゃ

医療
いりょう

、こども

医療
いりょう

、ひとり親
おや

家庭
かてい

医療
いりょう

の受 給 者 証
じゅきゅうしゃしょう

も使
つか

えなくなります。保護
ほ ご

が決定
けってい

になったら、

保
ほ

険
けん

証
しょう

及
およ

び受
じゅ

給
きゅう

者
しゃ

証
しょう

は市
し

役所
やくしょ

の担当課
たんとうか

に返 却
へんきゃく

してください。 

6）会社
かいしゃ

などの健康
けんこう

保険証
ほけんしょう

は引
ひ

き続
つづ

き使
し

用
よう

してください。（「医療券
いりょうけん

」と会社
かいしゃ

の健康
けんこう

保険証
ほけんしょう

を一緒
いっしょ

に病 院
びょういん

等
とう

の窓口
まどぐち

に提 出
ていしゅつ

してください。） 

  本人
ほんにん

･
・

家族
かぞく

の自己
じ こ

負担分
ふたんぶん

を福祉
ふくし

事務所
じ む し ょ

から支
し

払
はら

います。 

7）障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援法
しえんほう

に基
もと

づく「障害者
しょうがいしゃ

サービス受 給 者 証
じゅきゅうしゃしょう

」は、引
ひ

き続
つづ

き使
し

用
よう

し

てください。（自己
じ こ

負担
ふたん

上 限
じょうげん

額
がく

が変更
へんこう

になる場合
ばあい

があります。） 

8）難病法
なんびょうほう

に基
もと

づく指
し

定
てい

難
なん

病
びょう

医
い

療
りょう

費
ひ

給
きゅう

付
ふ

制
せいど

度
ど

の「指定
してい

難 病
なんびょう

医療
いりょう

受 給 者 証
じゅきゅうしゃしょう

」

は引
ひ

き続
つづ

き使
し

用
よう

してください。（自己
じ こ

負担
ふたん

上 限
じょうげん

額
がく

が変更
へんこう

になる場合
ばあい

があります。） 

9）次
つぎ

の費用
ひよう

は、生活
せいかつ

保護
ほ ご

で給付
きゅうふ

できる場合
ばあい

がありますので、事前
じぜん

に福祉
ふくし

事務
じ む

所
しょ

に相談
そうだん

してください。 

 ア 移送費
い そ う ひ

 

   病 院
びょういん

等
とう

への通院
つういん

・入 院
にゅういん

・退院
たいいん

・転院
てんいん

などで交通費
こうつうひ

がかかるとき。（場合
ばあい

によ

り、医師
い し

の意見
いけん

が必要
ひつよう

です。） 

 イ 治療
ちりょう

材料費
ざいりょうひ

 

   眼鏡
めがね

やコルセットなどを必要
ひつよう

とするとき（医師
い し

の意見
いけん

が必要
ひつよう

です。）。 

 ウ 施術
せじゅつ

のための費用
ひよう

 

   「柔 道
じゅうどう

整復
せいふく

」「あんま・マッサージ」「はり・きゅう」については、一部
いちぶ

の

場合
ばあい

を除
のぞ

いて医
いし

師の同意
どうい

が必要
ひつよう

です。 
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 介護
かいご

サービスを受
う

けるには、要介護
ようかいご

認定
にんてい

などを受
う

ける必
ひつ

要
よう

がありますので、福祉
ふくし

事務所
じ む し ょ

（ケースワーカー）に相談
そうだん

して手続
てつづき

をしてください。 

 なお、４０歳
さい

以上
いじょう

６５歳
さい

未満
みまん

の方
かた

で、障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援法
しえんほう

による給付
きゅうふ

が受
う

けられる

場
ばあい

合は、障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービスの利用
りよう

を優先
ゆうせん

していただきます。 

 

 

 生活
せいかつ

保護
ほ ご

を受
う

けている期間
きかん

は、次
つぎ

の減免
げんめん

を受
う

けることができます。ただし、それぞ

れ手続
てつづき

が必要
ひつよう

です。（減免
げんめん

は保護
ほ ご

決定後
けっていご

の期間
きかん

が対 象
たいしょう

となります。） 

             

種類 手続先 

住
じ ゅ う

民
み ん

税
ぜい

 税 務 課
ぜ い む か

 

固 定
こ て い

資 産 税
し さ ん ぜ い

 税 務 課
ぜ い む か

 

国民
こくみん

年金
ねんきん

保険料
ほけんりょう

 保 険
ほ け ん

年 金 課
ね ん き ん か

 

下 水 道
げ す い ど う

使 用 料
しようりょう

 下 水 道 課
げ す い ど う か

 

住 民 票
じゅうみんひょう

等
など

の交付
こ う ふ

手数料
てすうりょう

 市
し

   民
みん

   課
か

 

Ｎ Ｈ Ｋ
えぬえっちけー

受 信 料
じゅしんりょう

 営 業 所
えいぎょうしょ

又
また

は 集
しゅう

金
きん

人
にん

 

介護
か い ご

が必要
ひつよう

になったときは 

 

 

 

 

減免
げんめん

されます 
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地区
ち く

担当員
たんとういん

（ケースワーカー） 民生
みんせい

委員
い い ん

 

地区
ち く

担当員
たんとういん

（担当
たんとう

ケースワーカー）

が定期的
ていきてき

に家庭
かてい

訪問
ほうもん

や世帯
せたい

の 状 況
じょうきょう

把握
はあく

、保護
ほ ご

決定
けってい

に必要
ひつよう

な調査
ちょうさ

などを

行
おこな

います。 

生活
せいかつ

の維持
い じ

・向 上
こうじょう

、その他
た

生
せい

活
かつ

面
めん

で何
なに

かお困
こま

りのことがあれば、ケース

ワーカーに相談
そうだん

してください。お聞
き

き

した内容
ないよう

などの秘密
ひみつ

は守
まも

られます。 

民生
みんせい

委員
いいん

は、身近
みじか

な相談役
そうだんやく

として

地域
ちいき

の中
なか

から選
えら

ばれ、担当
たんとう

区域
くいき

で地域
ちいき

の皆
みな

さんが安心
あんしん

して暮らせる
く ら せ る

よう見
み

守
まも

りや相談
そうだん

・支援を 行
おこな

っています。福祉
ふくし

事務所
じ む し ょ

との連携
れんけい

もとれていますので、

お近
ちか

くの民生
みんせい

委員
いいん

にも相談
そうだん

してくださ

い。 
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北本
きたもと

トマトイメージキャラクター 

『とまちゃん』 

 

 

 

 

 

 

 

 

あなたの担当
たんとう

ケースワーカーは、        です。 

 

あなたの地区
ち く

の民生
みんせい

委員
い い ん

は、        さんです。 

 

 

＜令和
れいわ

元年
がんねん

１１月
がつ

１日
にち

作成
さくせい

＞ 

生 活
せ い か つ

保 護
ほ ご

 


